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１．概要（Summary） 
シリコン基板に Bosch プロセスおよびシリコンの酸

化・酸化膜除去により製作されたシリコンの高アスペ

クト比の台形格子を鋳型にしてレプリカあるいはイ

ンプリント加工により樹脂の Trapezoid grating の製

作方法を開発する。 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

洗浄ドラフト一式、シリコン専用の各種熱処理（酸

化、拡散）装置一式、マスクレス露光装置、マスクア

ライナ装置、Reactive Ion Etching 装置（非 Bosch プロ

セス）、Deep Reactive Ion Etching 装置（Bosch プロセ

ス）、デジタルマイクロスコープ群、エリプソメーター、

表面形状測定器（段差計） 

【実験方法】 
①レーザ露光装置あるいはレーザ干渉露光等により

シリコン基板にレジスト格子をパターンニングし、

サイクルエッチング（Bosch process）により深い溝

の格子の加工を行う。サイクルエッチングのガス量

を調節することにより、側面に多少のテーパーをつ

けられる。 

②シリコンの熱酸化とウエットエッチングによる酸

化膜の除去を繰り返すことで畝の幅が狭くなり、畝

と溝の幅を微調整できる。さらに、酸化と酸化膜除

去の工程によってサイクルエッチングの工程で形成

される凹凸（スカラップ）が除去され、光学的に平

滑な面が得られる。また、酸化の工程で酸素ガスと

水素ガスの量（水蒸気量）を調節することにより、

側面のテーパー角を調整できる。 
 

図 1 樹脂の Trapezoid grating の製作法 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
図 2は出来上がったTrapezoid gratingのシリコン鋳型

を石英基板と接着している様子である。現在、レプリ

カ加工およびインプリント加工の実験を行っている。 
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図2 シリコン鋳型と石英基板の接着。 


